
前菜：じゃがいもとスープ
飢饉の記憶



ありゃま、あの女の子のぼろぼ
ろの恰好。栄養も悪そうだ。ジャ
ガイモとマーガリン、マーガリン
とジャガイモ。あとになってから
ひびいてくるんだ。プディングの
味は食べてこそ。いつのまにか体
をこわす。

オコンル橋にさしかかると、綿
毛みたいな煙が欄干からぷわっと
上ってきた。移出スタウトの醸造
所艀。イングランド行き。
（Y263）



ジャガイモ
ジャガイモ収穫量

• 1844年 15,000,000トン
• 1845年 10,000,000 トン

夏以降ジャガイモの疫病が急速に拡大
ロバート・ピール保守党政権
食品価格のコントロール
￡100,000のトウモロコシ輸入

• 1846年 3,000,000トン
6月にジョン・ラッセル政権誕生
トウモロコシの輸入停止
食料供給も市場価格
人々の間で疫病流行

• 1847年 2,000,000トン
前年の種芋不足により
スープキッチンの完備

• 1848年 3,000,000トン



C. E. Trevelyan, The Irish Crisis (1848) より
The deep and inveterate root of social evil remained, and this has been laid bare by a direct stroke of
an all-wise and all-merciful Providence, as if this part of the case were beyond the unassisted power
of man. Innumerable had been the specifics which the wit of man had devised; but even the idea of
the sharp but effectual, remedy by which the cure is likely to be effected had never occurred to any
one. God grant that the generation to which this great opportunity has been offered, may rightly
perform its part, and that we may not relax our efforts until Ireland fully participates in the social health
and physical prosperity of Great Britain, which will be the true consummation of their union. (201)

長きに渡り深く根を下ろした社会の悪は、この度、慈悲深い全知の神の直接の手によって顕わとなっ
た。人類はこれまでに数多くの特効薬を考案してきたが、この度は人の手の及ぶところではなく、痛
烈だが効果的な救済には未だ至っていない。だが、神によりこのすばらしい機会を与えられた世代は、
十全にその役割を果たし、アイルランドが大英帝国の健全な社会と物質的な豊かさをもたらす一助と
なるまで、最大限の努力を続けることが必要である。その時初めて、真の意味での連合王国が達成さ
れるであろう。



The Nationより

1847年1⽉30⽇ 1886年7⽉17⽇



飢饉と改宗

• 余は如何にして羅馬教会を去りし乎。鳥
乃巣協會の女たちが牛耳っている。かつ
てはジャガイモ飢饉のとき貧家の子供に
スープを与えてプロテスタントに改宗さ
せようとしたそうだ。この向うの協会へ
は親爺が通ってた貧しいユダヤ人の改宗
の。同じ餌。我らは如何にして羅馬教会
を去りし乎。（306）




